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Small and Medium-Sized Business Support Networks for 
Community-Oriented Manufacturing:





　 For small and medium-sized businesses in industrial clusters of manufacturing, Higashi-Osaka is 
known as a leading area in Japan.  Much attention has been paid to the various horizontal networks 
between small and medium-sized businesses, the policy network of the administration which 
















































　 The trio of human, urban and product development provides an advanced, original way of coping 
with various issues such as globalization, and the mixture of houses and factories.  The feature of the 
Higashi-Osaka Model can be seen in this.  This article is from the above-mentioned viewpoint and is 
based on an interview on the spot in March, 2012.
Key Words: Manufacturing, Higashi-Osaka, Small and Medium-Sized Business Support Networks, 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































で開催された学会（2005 ASME Pressure 
Vessels and Piping Division Conference）で
の研究論文（Analytical Research on Mechanism 






































































































































































































































































































































































































































（RRD: Rodan Research & Development）をつ
くった。企画の相談から仕組み，失敗の時の処
理などを有料で請け負っている。半分以上，成
功に結びつくようになったという 21）。
　品川氏は，数年前に大病を患い，それを乗り
越える中で，新たな気づきや視野も得られたと
21） 品川隆幸［2003］，167ページ。
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いう。家庭菜園を通して，農業の大切さに気づ
き，大地を耕して植物を育てるという「ものづ
くり」の源を実践されている。「つくらせても
らう」対象は無限にあり，売り方も含め納得し
たもの・サービスをつくらせていただくという。
　もの，企業，ひとは，組み合わせで大きく変
わる。それらをどのように組み合わせ，新たな
視点を吹き込んでいくか。ロダン21の新たな
出番も，これからといえる。
6　住工共生のひと・まち・ものづくり―
東大阪モデルの創造的発展に向けて
　東大阪市では2013年4月，「住工共生のまち
づくり条例」と一緒に「中小企業振興条例」が
施行された。ものづくり中小企業が集積する地
域，とりわけ大都市圏においては，ものづくり
とまちづくりをセットにして進めて行くこと
が，いっそう重要かつ切実になっている。それ
を鋭敏かつ深く察知し，セットの条例として制
定されたものである。
　「中小企業振興条例」とセットにしての「住
工共生のまちづくり条例」は，全国的に例がな
く，まさに東大阪モデルと呼ぶことができる。
東大阪モデルは，ものづくりと一体となったま
ちづくりの先進モデルとして注目される。
住工共生のまちづくり条例
　住工共生のまちづくり条例 22）は，「ものづく
りのまちであることに誇りが持てるまちの実
現」を「基本理念」に掲げている。ものづくり
を担う企業は，まちづくりに関わる5つの主体
―市民・ものづくり企業・建築主等・関係者・
22） 東大阪市［2013］「住工共生のまちづくり条例
パンフレット」http://www.city.higashiosaka.
lg. jp/cmsfi les/contents/0000011/11305/
jyukopanfu.pdf.
市―の1つとして位置づけられ，各主体の責務
が明記されている。
　ものづくり企業は，「その事業活動を行うに
あたっては，市民の良好な住環境に配慮し……
社会的責任を自覚し，地域社会に貢献するよう
努め」，建築主等も「条例に基づく義務を果たす」
ことが明記されている。
　市内すべての「工業地域」を「モノづくり推
進地域」に指定するとともに，「準工業地域」
のうち，ものづくり企業の土地利用の比率が高
い地域を「モノづくり推進地域」のとして指定
している。「モノづくり推進地域」内では，住
宅建築を行う場合に一定の手続きが必要となる。
　建築主は，「計画について，あらかじめ，市
と協議」することが義務づけられ，「騒音その
他の生活環境に及ぶ影響を自ら提言するために
必要な措置を講ずる」ことが求められている。
また，近隣のものづくり企業等に対する「計画
の内容」説明，及び「計画の周知を図る……標
識」を敷地内に設置することが義務づけられて
いる。
　宅地建物取引業者に対しても，工業・準工業
地域で住宅売買の仲介を行う際は，事前説明が
求められる。
　住工共生のまちづくりの推進に向けて，
2013年度には，（苦情に対する工場改善への）
相隣環境支援補助金による共生環境づくり，（工
業専用地域およびモノづくり推進地域への）工
場移転支援補助金による住工混在の緩和ならび
にモノづくり立地促進補助金による立地促進，
などの施策が実施される。
　条例の施行に合わせて，東大阪市住工共生ま
ちづくり審議会が設置された。市は，施策等の
実施状況を公表し，市民やものづくり企業等の
意見を収集して，審議会に報告する。審議会で
は，条例の改廃や，条例に基づく住工共生のま
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ちづくりの推進，に関すること等について審議
する。
中小企業振興条例
　中小企業振興条例23）では「前文」において，
東大阪市における中小企業を次のように位置づ
けている。「小規模企業者を中心とする本市の
中小企業は，地域経済を支える本市の重要な存
立基盤であるとともに，熟練の技術を引き継
ぎ，産業を活性化させ，市民の雇用やまちのに
ぎわいを創出する源です。」
　20人未満の零細企業が約9割を占めるという
本市の状況をふまえて，小規模企業者 24）に光り
をあて，「小規模企業者を中心とする本市の中
小企業」と明示したのは，本条例の大きな特徴
である。
　「夢と活力あふれる元気都市」として発展し
続けるには，「中小企業者，大企業者，市民，
関係団体そして市」の5者が，「協働して，本
市の中小企業の振興に総合的に取り組むことが
不可欠」だという。
　「基本理念」の冒頭で，中小企業振興におい
て中心をなすのは「中小企業者自ら」であり，
「自らの創意工夫及び自主的な努力」が基本に
なることが示されている。推進の核があってこ
そ，5者の協働が意味をなし効力を発揮するこ
とができる。
　中小企業者のみならず，「大企業者の役割」
を明示しているのも，本条例のポイントに1つ
23） 東大阪市［2013］「東大阪市中小企業振興条
例（逐条解説）」http://www.city.higashiosaka.
lg. jp/cmsfi les/contents/0000010/10450/
sinkojoreitikujo.pdf.
24） 小規模企業者とは，「おおむね常時使用する従
業員の数が20人（商業又はサービス業……は，
5人）以下の事業者をいう」（「中小企業基本法」
第2条第5項）。
である。「地域社会の一員として……社会的責
任を自覚し」，中小企業と交流を図り，助け合
いながら，「地域経済の活性化」に努める。
　中小企業の振興を担う5者の1つとして位置
づけられる「関係団体」も，新たな捉え方であ
る。「経済団体，金融機関，大学等，特定非営
利活動法人その他の中小企業の振興に関する団
体」を「関係団体」としており，多様な機関・
組織がそこに包括されている。
　「基本理念」では，「大都市圏に立地する産業
集積の拠点という本市の地域特性を生かした施
策」が提示されている。その具体化を図るのが，
「振興に関する施策」である。「中小企業者の産
業集積を活性化し，ネットワークを強化する」
ことが，「施策」の第1項に掲げられている。
「ネットワーク」に注目し，その強化を明示す
るのはユニークで，東大阪の産業集積の特徴と
課題が凝縮されている。
　「施策」第2項に，「中小企業の操業環境を確
保し，市民の住環境との調和を推進する」施策
が掲げられている。第2項は，「住工共生まち
づくり条例」の施策とも直接つながっており，
両条例が支え合い共鳴する関係にあることが示
されている。
　「東大阪市中小企業振興会議」は，本条例の
改廃や中小企業の振興に係る重要事項を審議す
る場で，市長が諮問機関として設置する。実施
状況については，調査・分析，とりまとめ，公
表を行い，より効果的な施策を展開すると定め
ている。
高井田まちづくり協議会などにみる地域主導の
まちづくり
　調査見学に訪れた高井田地域は，人口8千人，
製造業者800社，従業員6,200人で，東大阪の
中でも工業集積度が濃い地域である（2003年
度工業統計調査等）。高井田地区において，企
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業がとどまり続け，また新規開業もみられる理
由は，集積の利益，流通面の便利さ，人材確保
などがある。この10年，工場跡地に住宅ない
しマンションができる事例が急増し，それに伴
うトラブルも増えている。住宅ができることに
より，騒音防止など企業の操業環境が厳しくな
る。
　高井田まちづくり協議会は，地域課題のポテ
ンシャルの発掘・共有，まちづくり構想の策定
を活動目的に掲げ，2004年に始まった。2007
年には，「高井田まちづくり構想」を作成し，
住工共生のまちづくりビジョンを東大阪市に提
案している。また，「ものづくり体験塾」25）の企
画と実施を通して，布施工科高校とのつながり
も形成された。
　布施工科高校は，時間のかかる技術習得機関
の一部を学校教育が担うという理念のもとに活
動している。いわば，デュアルシステム（ドイ
ツを発祥とする教育と職業訓練を同時に進める
システム）の日本版である。しかし，最新機械
は高額ゆえ，最新技術を生徒に習得させようと
すると，地域社会の最先端に出て行かざるを得
ない26）。
　東大阪市全体でみると，住工共生が謳われる
が，住みやすく，ものづくりを誇りとするまち
にするためには住工の緩やかな分離も必要であ
る。当地域は，住工混在問題と後継者問題にダ
ブルで直面しており，布施工科高校が「モノづ
25） 「モノづくり体験塾」は，高校生が会社に出か
け，達人からインタビューによる聞き書き手
法を通じてレポートのまとめ，フォーラムで
発表する，というものである。高校生や企業
の関心も高い。
26） パネルディスカッション「東大阪のまちづく
りにおける企業・行政・教育機関の役割」『経
済社会学会年報』XXXVI，2014年9月。
くり体験塾」に参加したのも，後継者問題との
関連による。これら問題の解決には，地域社会
の理解が必要であるが，学校教育が果たす役割
も大きなものがある。
　高井田地域では，すべての小学校で5年生を
対象に工場見学を実施し，地域の工業技術の素
晴らしさを見せる。中学校では，事業主や工科
高校の教員・生徒が出前授業をするなど，公教
育の授業の中に組み込んでいる。
7　おわりに　―未来を切り拓くひと・ま
ち・ものづくりの創意的展開
　中小企業の製造現場を訪ねる「ものづくり観
光」が，人気を集めている。国内有数の中小企
業のまち，東大阪市では，地域ぐるみで受け入
れ態勢を整える動きも広がっている。
　「高い技術力が観光資源になるのでは」と，
地元企業やJTB西日本などが，2012年4月に，
「大阪ものづくり観光推進協会」を設立した。
工場見学の仲介などを手がけ，見学受け入れ工
場も40社に上る。4月以降の半年ほどの間に，
観光に訪れたのは高校など26団体，約1,700人
に上る27）。
　東大阪市は，外食産業で成功をめざす若手経
営者の腕試しの場という顔も持つ。うるさ型の
地元客に接客や料理の味を鍛えられ，全国展開
を果たした外食チェーンも少なくない。若手を
厳しく，温かく育てる東大阪の地域力が注目さ
れている28）。
27） 日本経済新聞，2012年11月17日付。
28） 日本経済新聞，2013年4月20日付。東大阪の
客は，中小オーナーが多く，舌が肥えていて
コスト意識も高い。安くてうまくないとダメ
で，1人でもまずいと思ったら10人に伝わる
が，頑張る若手は応援する。「独立の苦労を知っ
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　東大阪では，ものづくり中小企業が企業間の
多様な水平的ネットワークをつくってきた。そ
れを支援する行政の政策ネットワークも，「住
工共生まちづくり条例」をはじめ細やかな配慮
が凝らされている。さらに，地域住民主導で協
議会を立ち上げ，ものづくりとまちづくりの連
携などを促してきた活動が生まれていることも
特筆に値する。小中高をはじめとする教育機関
と企業，住民との連携も創意的に展開され，も
のづくり人材の育成を地域ぐるみで進めている。
　まさに，ひと・まち・ものづくりが三位一体
化して創意的に進められているところに，東大
阪モデルの特長があるといえよう。名古屋圏の
ものづくり中小企業などが学ぶべき点も多々見
られる。この東大阪モデルが，様々な逆風を乗
り越え，ものづくり日本の新しい未来を切り拓
くことを期待したい。
〈付記〉
　小論をまとめるにあたっては，「日本学術振
興会アジア拠点事業」（「人間発達の経済学」日
中交流プロジェクト）での議論を参考にした。
〈資料一覧〉
1　東大阪調査（2012年3月）
1.1　調査見学日程（2012年3月5―6日）
3月5日
　10時～11時半：ハードロック工業・若林克
彦社長
〒577―0063　東大阪市川俣1―6―24　
TEL：06―6784―1131
　13時半～15時：松尾捺染・松尾治　代表取
締役
ているからだろう」という。
〒577―0062　東大阪市森河内東1―9―8　
TEL：06―6782―6281
3月6日
　10時～11時過ぎ：東大阪市ものづくり支援
室・松田尚子
〒577―8521　東大阪市荒本北1―1―1　
TEL：06―4309―3177
　13時半～15時：MOBIO（ものづくりビジネ
スセンター大阪）
　　窓口：木田直子
〒577―0011　東大阪市荒本北1―4―17　ク
リエイションコア東大阪
TEL：06―6748―1011
担当者から別途連絡を受ける予定
　15時～：ロダン21・品川隆幸　代表取締役
〒577―0011　東大阪市荒本北1―4―17　ク
リエイションコア東大阪410号室（北館）
窓口：横田久美子
TEL：06―6743―0121
1.2　見学調査のお礼（2012年3月9日）
ハードロック工業㈱社長　若林　克彦　様
　先日（3月5日）は，ご多用のなか，興味深
いご教示を賜り，有難うございました。
　貴社の基本理念である「心豊かな創造性」と
は何か，胸に染み入るものがありました。
　日々，瞬時に，心の鏡に接し，無心に磨くと
いう心がけが，すべての原点をなす。それが，
「人を幸せにするアイデア」，「人を心から喜ば
せるアイデア」の源である，と。
　若林社長が半世紀以上にわたり，日々実践さ
れ磨き上げられてきた，「人を幸せにする創造
性」。不肖の身ではありますが，それを汲み取
り，社会に広めていくことができればと思って
います。
　何とか，論文にまとめることができればと
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思っています。案がまとまりましたら，ご教示
をいただき，磨き上げたく考えています。その
節は，どうかよろしくお願いします。
松尾捺染（株）　代表取締役　松尾　治　様，
常務取締役　松尾雄三　様
　先日（3月6日）は，ご多用のなか，興味深
いご教示を賜り有難うございました。3時間に
もわたり，本当に申し訳ございませんでした。
　染色やハンカチーフ製造など，貴社および貴
業界，生産プロセスなどについて，懇切丁寧な
ご説明に加え，貴重な資料も拝見させていただ
き，感謝申し上げます。
　素人の身ではありますが，有難く学ばせてい
ただきました。
　2度にわたる経営の苦境を，ご3人のご兄弟
が力を合わせ，社員をあげて乗り切り，その度
によりたくましくなっていかれるご様子，感動
しつつ拝聴した次第です。
　これも，日頃からガラス張りの経営，会社と
社員を第一義とするご努力の賜物に違いありま
せん。松尾社長の熱い思いとバイタリティに，
思わず引き込まれてしまいました。
　まとめるのは初の分野でもあり至難のことと
思われますが，せっかくお教えいただいたこと
を，論文にすることができればと思っています。
　案がまとまりましたら，ご教示をいただきた
く考えています。その節は，どうかよろしくお
願いします。
ロダン21　代表取締役　品川　隆幸　様，横
田　久美子　様
　先日（3月7日）は，ご多用のなか，興味深
いご教示を賜り，有難うございました。
　ご病気を乗り越えられ，それを契機に農業の
大切さにもお気づきになり，大地を耕し植物を
育てるという「ものづくり」の源を実践されて
いるとのこと。ものづくりは，製造業のみなら
ず，農林漁業をも含む，より広義な概念である
ことを，身をもって示されています。
　日本の国土・環境をどう再生していくのか，
それは，人々の価値観や生き方，働き方の見直
しとも深くかかわります。農業と工業（さらに
サービス業）を融合させる中に，活路があるの
ではと，考えています。品川社長の転機は，そ
うした流れを促す大きな力になるのではと期待
させていただく次第です。
　ロダン21の苦境から再生を図る活動も，品
川社長の新たな生き方と軌を一にするものと感
じています。もの，企業，ひとは，組み合わせ
次第で大きく変わります。それらをどのように
つなげ，くみあわせ，新たな視点を吹き込んで
いくか。ロダン21の出番は，まさにこれから
といえましょう。
　何とか論文にまとめることができればと思っ
ています。案がまとまりましたら，ご教示をい
ただき磨き上げたく考えています。その節は，
どうかよろしくお願いします。
大阪府　領家　誠　様
　先日（3月5日）は，ご多用のなか，興味深
いご教示を賜り，有難うございました。
　「大阪のものづくり中小企業の現状と課題」
について，実にわかりやすい資料でご説明いた
だき，感謝申し上げます。
　財源などの制約が厳しくなるなか，「職員は
営業パーソン」，「お金がなくてもできること」
などを心がけ創意工夫されているご様子に，感
銘しました。
　事業展開の方向性として，新たな芽を支援し
つつ，持続的な活動，活用へと腐心されている
ご様子もうかがわせていただきました。
　積極的な優良企業を点数化し選出するという
「大阪府ものづくり優良企業賞」は，MOBIO
の活動展開のあり方とも軌を一にしており，そ
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のユニークさは注目されます。
　なかなか理解が追いついていませんが，論文
にまとめることができればと思っています。案
ができましたら，ご教示をいただき磨き上げた
く考えています。その節は，どうかよろしくお
願いします。
　なお，貴常設展示場については見学する時間
がございませんでした。アンケートには，今回
はお応えできず，申し訳ございません。大変残
念ですが，またあらためてお伺いしたいと考え
ています。
　領家誠様ならびに木田直子様のご健勝とます
ますのご活躍をお祈り申し上げます。
　有難うございました。
東大阪市経済部モノづくり支援室　浦塘　弘太
郎　様，松田　尚子　様
　先日（3月6日）は，ご多用のなか，興味深
いご教示を賜り，有難うございました。
　東大阪市のものづくりの沿革と現状，課題を
わかりやすくご説明いただき，ご見識と思いの
深さに感銘した次第です。中小企業の様々な
ニーズを汲み出し支えるための仕組みを，多様
かつ体系的につくりだし，それを生かすご努力。
　行政の取り組みとしては，これまで拝聴した
なかで最も充実したものであると感じていま
す。「ひと・まち・ものづくり」の三位一体ア
プローチは，東大阪市において政策的に展開さ
れており，そのモデルケースとみられます。
　ぜひ論文にまとめることができればと思って
います。案ができましたら，ご教示をいただき
磨き上げたく考えています。その節は，どうか
よろしくお願いします。
　浦塘様，松田様のご健勝とますますのご活躍
をお祈り申し上げます。
　有難うございました。
1.3　各調査先のお礼・お詫びとお願い（2014
年11月5日）
　2012年3月の聞き取り調査では，大変お世
話になり，有難うございました。
　早くも2年半の歳月が経っています。にもか
かわらず，調査結果を論文にまとめ出版する件
は，今日まで陽の目を見ていません。種々の事
情が重なったとはいえ，小生の不徳の致すとこ
ろであり，心よりお詫び申し上げます。
　1年前に，ほとんど文章化していました。し
かし，満足できず，図表化などに至らないま
ま，雑事の渦中に巻き込まれ，お蔵入りして朽
ち果てそうになっていました。忘れてしまう寸
前のところで，そのことに気づいた次第です。
　今しかないと猛省し，急きょ体裁を整え，名
学大の紀要に投稿することにしました。
　ご多用のなかとは存じますが，お目通しいた
だきたく存じます。ご関係の箇所，あるいはお
目に付いた箇所で，間違いや不備がございまし
たら，赤字で修正していただければ，大変有難
く存じます。
　以上，よろしくお願いします。
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